
平成２６年２月１９日開催教育委員会会議記録 
 

１ 開会・閉会等について 
日  時 平成 26 年 2 月 19 日（水） 午前 9時 00 分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午前 9時 00 分 

閉  会 午前 10 時 07 分 

 
出席委員 
  委   員   長    横  井  利  男 
  委       員    雁  部  隆  治 
 委       員    阿  部  博  道 
 委       員    坂  根  慶  子 
 教   育   長    横  山  信  雄 

 
  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   小  暮  眞  人 
       
 
   庶 務 課 長      岩  佐  一  郎 
   学  務  課  長   齋  藤  好  正  

指  導  室  長   橋  爪  昭  男  
   生 涯 学 習 課 長   前  田  泰  伯 
   ス ポ ー ツ 振 興 課 長      中  山  賢  治 
   ひ き ふ ね 図 書 館 長      村  田  里  美 
 

 
 
２ 会議の概要 
○ 横井委員長 それでは教育委員会を始めたいと思います。本日の会議録署名人は阿部委員にお願い

いたします。 
（平成２６年１月８日教育委員会会議録確認） 

 

議決事項第１ 

議案第８号「墨田区教育委員会表彰の表彰状及び楯の授与について」の案件を上程し、指導室長が説

明する。 

佐 久 間    之 教育委員会事務局参事 
（すみ だ教育 研究所 長） 



○ 坂根委員 両国中学校の国民文化祭実効委員会会長賞は、何の作品ですか。 
○ 指導室長 俳句です。 
○ 坂根委員 墨田区から何人くらい応募したのですか。 
○ 指導室長 把握していません。 
○ 坂根委員 その学校独自で行ったのですか。 
○ 指導室長 国語の授業等で行ったのだと思います。 
○ 坂根委員 全国２位は素晴らしいです。この賞は、かなりの賞なので宣伝した方がいいと思います。 
○ 横井委員長 桜堤中学校の調べる学習コンクールの全国優良賞が他にも沢山いるというのは、区内

にいるということですか。 
○ 指導室長 全国優良賞が、外に５人います。優良賞の上の賞もありますので、対象者としませんで

した。 
○ 横井委員長 スポーツ系だけではなく、文化系も表彰してあげた方がいいと思います。 
○ 指導室長 別の表彰を考えています。 
○ 雁部委員 表彰の候補者になったことを子どもたち本人は知っているのですか。 
○ 指導室長 校長先生が申請する際に、話していると思います。 
○ 雁部委員 これは、教えてあげた方がいいと思います。 
○ 横井委員長 議決事項第１議案第８号「墨田区教育委員会表彰の表彰状及び楯の授与について」原

案どおり授与することにしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 
 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 原案どおり授与いたします。 

 
議決事項第２ 

議案第９号「墨田区体育奨励賞の表彰状及びメダルの授与について」の案件を上程し、指導室長が説

明する。 

○ 阿部委員 吾嬬第一中学校で「該当なし」となっているのは、何故ですか。 
○ 指導室長 生徒数が少ないことと、体育的に該当する者がいなかったということです。 
○ 横井委員長 議決事項第２議案第９号「墨田区体育奨励賞の表彰状及びメダルの授与について」原

案どおり授与することにしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 
 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 原案どおり授与いたします。 

 
報告事項第１ 

「重点課題の進捗状況について」、学務課長、指導室長、すみだ教育研究所長が説明する。 

○ 阿部委員 小中学校のいじめの形は、どのようなものですか。 
○ 指導室長 人の嫌がることをするとか、暴力とかです。 
○ 阿部委員 ネットを使ったものはありますか。 
○ 指導室長 聞いていません。 



○ 阿部委員 いじめ防止推進法で、連絡協議会を作ることになっていますが、進捗状況はどうなって

いますか。 
○ 指導室長 検討するための会を立ち上げ準備中です。 
○ 雁部委員 不登校が増えています。不登校理由のデータ分析をして、対応をとっていただきたいと

思います。 
○ 横井委員長 現在不登校は、小学校で平均２名、中学校は平均１０名ぐらいで、１学級１人ぐらい

になっています。難しいとは思いますが、データの分析が必要だと思います。 
○ 指導室長 各校から個票を提出してもらっているのですが、理由は複合的になっています。 
○ 横井委員長 整理されていなくても結構ですので、データを見せていただけませんか。 
○ 指導室長 次回提示します。 
○ 坂根委員 不登校は、小中学校だけでなく大人になっても続いていくことがあるので、重要視した

方がいいと思います。 
○ 横井委員長 いじめの形についても、どの程度のものがデータを出していただきたいと思います。 
 

報告事項第２ 

「平成２５年度 墨田区立学校「新体力テスト」の結果について」、指導室長が説明する。 

○ 雁部委員 学力調査結果も中学２年は良くなかったと思います。中学校は専科なので、体力向上は、

先生がどれだけ認識して行っているかが影響してくると思います。 
○ 坂根委員 体育系の部活との関連はありますか。 
○ 指導室長 そこまでは、分かりません。 
○ 坂根委員 学校を卒業すると運動をしなくなる人がいます。そういう方が、後年リハビリ等をしよ

うとしても出来ないということがあります。無理に部活ということではなく、ストレッチ等の習慣

をつけるような教育が必要だと思います。 
○ 指導室長 １校１取組運動を充実させていきたいと思います。 
○ 阿部委員 小学校は平均値を上回っているのに、中学校になると平均以下になっています。運動す

る場所がないとか、機会がないとか原因があるのではないですか。 
○ 横井委員長 学校だけの問題ではないと思います。地域スポーツと連携していけるといいと思いま

す。 
○ 坂根委員 高齢者のラジオ体操等に、小中学生が参加してもいいのではないかと思います。 
○ 横井委員長 ラジオ体操の方たちは喜ぶと思います。学校が強制してラジオ体操に行けとは言えな

いので、それこそ家庭や地域の問題になってくると思います。 
○ 雁部委員 以前、中学校の総合学習で地域の行事に参加すると単位がもらえるという取組みをした

ことがありました。地域に出て行くだけではなく、学校にラジオ体操連盟の方を呼んで、学校でラ

ジオ体操を習うのもいいと思います。中学校でラジオ体操をしているのを見たことがありますが、

ラジオ体操と言えるものではありませんでした。その点で、民間の方は厳しく教えてくださるので、

とても良いと思います。 
○ 横井委員長 それぞれの部署で、いい方法を考えていただきたいと思います。 
 

その他１ 



○ 坂根委員 ＯＥＣＤ国際成人力調査（ＰＩＡＡＣ）が、昨年の秋に公表されました。日本がいろい

ろな分野で１位になり、喜ばしいことでした。数的読解力、数的思考力、ＩＣＴもトップだったの

ですが、インターネットを用いた調査を拒否した人もいたということでした。その中で、気になる

ことが職場及び家庭における使用状況です。特に１６～２４歳の仕事以外での使用状況が低くなっ

ています。これは、遊びでは使っているけれども、国際標準的な使い方をしていないので使ってい

ないという結果が出たのだと思います。これからのＩＣＴ教育には、こういう点の教育が必要だと

思います。 
○ 雁部委員 ＩＣＴは、ＥｘｃｅｌやＷｏｒｄを使えるようにする等、目標を定めて導入した方が、

使い方が明確になると思います。 
○ 指導室長 中学校は、技術・家庭で表計算等を学習することは定められています。小学校は、コン

ピュータ室で絵を描いたりとか、どんどん利用して技能を高めていっています。 
○ 横井委員長 コンピュータ室は、子どもたちが自由に使える状態になっているのですか。 
○ 雁部委員 ほとんど鍵が掛かっていると思います。自由に使えないとＩＣＴ化と逆行していると思

います。 
○ 庶務課長 タブレット導入で、コンピュータ室以外でも使える状況を作っていっています。 
○ 横井委員長 図書室の隅に何台か置いて目の届く範囲で自由に使えるようにすれば、興味のある子

は、もっと使いたいと思っているはずです。そういう子が能力を伸ばせるようにして欲しいと思い

ます。 
○ 雁部委員 ひきふね図書館のように、本もあって、パソコンもあり、いろいろと調べられる環境を

作るとＩＣＴ化の推進に有効だと思います。 
○ 坂根委員 Ｗｉｎｄｏｗｓ９５や９８の頃の大学生の方がパソコンを使えていたと思います。今の

学生は、スマホで調べるのでパソコンが出来なくなっています。スマホでレポートが書けないから、

パソコンを使うようにと指導しています。 
○ 横井委員長 今、図書室は司書教諭かボランティアの方が必ず常駐しているのですか。 
○ 指導室長 必ず常駐している訳ではありません。 
○ 庶務課長 無線ＬＡＮが出来る環境を作らないとインターネットが出来ません。ＬＡＮ整備も進め

ていきたいと思います。 
○ 横井委員長 パソコンの管理と利活用の両立は難しいと思いますが、頑張っていただきたいと思い

ます。 
 
その他２ 

○ 横井委員長 体育奨励賞のように、文化系な面が顕彰されるようなシステムがあったら、そういう

子どもたちを伸ばせるのではないかと思います。学力向上を考えると、子どもたちに目標を与える

ような、勉強することも大事だというような意識を持たせるためにもいいと思いますので、考えて

いただきたいと思います。 

 
○ 横井委員長  以上で、教育委員会を終了いたします。 
 


